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1地域コミュニティづくり活動支援

概　　要

市民主体の個性ある住みよい地域社会をつくるため、町内自治会の育成・支援及び小学校区を射立としたはちづく

り委員会・研究会」の組織化と鉦l三的なまちづくり活動への支援を通じ、地域における人と人とのふれあしい交流を活

発にし、地域の活性化を図る。

また、地域に根ざした住民自治活動、地域福祉活動、ボランティア活動など多様な地域コミュニティ活動の拠点施設

として、地域コミュニティセンター一一の整備・充′夫をI史】る。

(l)町内自治会組織の育成・支援

ア　町内自治会の結成状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平16.3.31現在)

i 中 央仙 東 部地 l末 西 部 地 K 南 部 地 区 北 部地 /.、
r_i i

校 佐 敷 I 17 " 0 13 l 17 1 3 8 0

町 内 自治 会 数 2 3 6 「lJ 9 7 I . -I

-

1 2 6 7 2 3

イ　助成制度

①　町内自治振興補助金

住民自治の振興を図り、円滑な自治会運営に資するためのPlH大津怖振興補助金交付規則に基づく助成

〔助成内容〕

種 別 咋 徹 ( I.二1】)

2 0 0 M 二以 下 6 0 ▼0 0 0

6 5 , 0 0 02 0 川 用 字以 ...ト 1 0 0 世 符 以 ..ド

1 0 川 M if以 上 8 0 0 位 符 以 下 7 0 , 0 0 0

I
8 0 川 棚 :以 i : 7 5 , 0 0 0

②　防犯灯補助金

防犯灯を管埋する町内自治会に対する熊本剤防犯灯補助金交付規則に基づく助成

防犯灯数　22, 624灯(平16. 3. 31現在)

種 別 年額 (l灯につき‥門)

け】=」までに設m された防犯灯 2,000

・ifl ;卜ーから61130口までに 提I?ほれた防犯灯 .500

1,0007 かち9月30日までに m された防犯灯

川 日.」から12]】3ll まで(こ[I那†l7:されたw 犯灯 500
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(2)まちづくり委員会・研究会への支援

ア　まちづくり委員会・研究会制度

名 称 … 補助余触
1

抑叫 朝 l.'ll 対 敦 ::i‥-; .莱 (柄 動 )

ま ちづ く り研究会 10 万 円 / 年 2年 以 内
組織 づく り、テ lHマ づ く りな どま lfうづ く り委 員会設 m iこ

向 け たT}[究 杭 動

まち づ くり委員会
30 'j I' 斗

帥 三以 内
地域 の特性 を生か した r.テ 一 マ 」 に基づ くIV-ISI]を 通 じた

(1/ 2 補 助 ) 実 践 ffi f i

イ　まちづくり委員会・研究会の設置状況(平16. 3. 31現在)

・まちづくり委員会　河内校区、芳野校区、 1=i福校区、中線校区、間迎校区、川上校区、蛸里校区、北部東校区、

(5 O校[末)

・まちづくり研究会

(1 0校K)

「 !"'. '　トト. ・ ‥`　　　:　　・・iI ,・:蝣　　i　>.i・  l・い・i; .　0.!i.∴

武蔵校区、長嶺校区、日吉校区、池上校区、 til水滴校区、尾ノ上校区、小島校区、春竹校区、

託麻原校区、桜木東校区、高橋校区、西原校区、壷川校区、託麻東校区、月出校区、 JUi:!校区、

・'・二上:∴　ト　　'.i!!蝣i　　　　　　　　　　　　　;U>,!H.'一　十　　　I't:!サ:・・、

花園校区、慶徳校区、古町校区、城西校|x.、清水校区、檎木校区、城山校区、白坪校区、

画図校区、桜木校区

:ド:;::i.'　・' ・上.:　　　　:I '‥.∴L.!1　-∴"i　*・・:　　　　　　　蝣"Ii.-u:∴

松尾北校位、飽日南校区、本荘校区

ウ　まちづくり実践講座「まちづくり楽集塾(リーダー養成研修) 」の開催

(3)地域コミュニティセンター開設状況

開　設　年　度

平lAU TKi:

平成5年度

平成7年度

?-f茂8年度

平成9年度

平成10年度

、I:-Mcl l年度

平成12年度

・、和文1 3年度

半成1川蝣If」

平成15年度

平成16年度予定

地域コミュニティセンター一名

楠　　　城南　　春竹　　出水

壷川　　中島　　松尾　　白山　　慶徳

井山　　城山　　北部

小島　　松尾西　　庄日　　向山

砂取　　・新

け1迎　　清水

龍ill　　】吉

wt　　武'A

西原　　託麻北　　Ⅲ迎南　IiMI対　　池田

Fj削　　西里　　池上　　出水南　　尾ノ上

JJ合　　琳`白Il t二さTt,化　　　　　　Ii'.lllrt

碩台　　託麻原　　御幸　　高平台　　桜木

f
f
i
H
　
　
　
　
乱
1
1
m

92



(4)ボランティア活動保険

市民により自主的に組織されたボランティア活動用体が行う、拙舶勺、継続的かつ公益性のあるボランティア

活動中の不慮の事故に対する保険

〔補償内容〕

○　損害賠償責任保険

区 分 適 用 イ某 険 金 額

身 体 賠 償 1

I

..;故 につ き 1迄高 5li 円

ll-「財 物 i 7 償 .妄故につき itM a I自力,

保 管 物 賠 償 1 :妄故につき 最高ill'! 'J門

○　傷害保険

区 分 適 用 保険金額

死 亡 1名 につ き O E芸一一万円

後 遺 障 ∵I; 障害の精享度によ り1名につ き 最 高5百万円

入 一元 LSI)I二]をド撮度 として 日額 3千円

通 Fら 9 0日を限度 として 日額 2千円

○　保険支払実績

(5)文書配布事務委託

iff広報紙をはじめとしたilr民への周知文書の町匿‖':}治会等に対する配布;ji務委託

文書配布串柿委託料　　-It_描;:月触　60円

2　住居表示整備事業実施状況

(1 )住居表示整備事業

住居表示に関する法子裾こ湛づき、複雑な市街地において合理的な方法により誰にでもわかりやすい町を形成し、市

民′日石の利便性の向Lを図ることはもとより、近年活発となっている物流の効率化、消防などの緊急行政活動の効率

化の・助として公共福祉の増進を図ることを目的として事業を実施している。

昭和4 0年度を第1次として市の中心市街地から裾末方式で事業を開始し、年次話自帖二兆づくなど、紬軸勺な*施

に努めている。
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(平1G. 3∴jl現有∋

ォォ'!

BSE

l次

23次

整　　　nli K　　　域

・与こrf土l:|Ef I'!, ,-[:.'|21i　け日周日日　IIT"一・c-till即l‡.i r・i川=叫

繭坪脚り　射りl二榊Ir城脚汀1_過LEり　水道田r T-ift本叫

安政uIJ　中火(W Hi棚田】 1、通　JiJ　卜通　_I-日　新tiffl fi'W)

」-ォ打り　紺)ぅ呈今田l

妙休*BT　坪井　-,-[:,-　坪iKTTl本丸　yllS城叫　　の丸
「し　　叫H] ,!iS州　>'rBJI　　　ト.抑i;cm : (蝣】

I'iifi'unil　　ミ・膏二　川`ト　、1ごォIt'lli

1.2Sl.060　　　　　　6.:")76　　昭to, 1, I

1.607.760蝣　　　　　1.695; 10,ll.1

新fi圭敷　TLト新),l号数三日l　大江　-71ト人llノ1くJ11　　　　　　1.621,290

新大Ir　1日　新人?!-　Vf日　大汀　Ili (追加)人1I_本町

白ti卜J lri-iu[i.~rii　間m町,控原町

九品・!f-　Tt】～九品、蝣fATH　木イi二　日】～本awn-i

繭m本　日1-繭能本ー

本itii lj　本Ji二/`くTiJ l輔た本Iar.日　樟浦本KTI】

~二本*一　蝣]IJ～~~本木lこ~1-H　春H　一丁をl　春EMITI】間崎4叫

迎田r- !'~ll　迎M)∴I'll 'liv主町　甲、l TlT　ォt:-.ill

琴平本町　繭熊本　　　　追加)内坪井町　藤川　一日7

虚川__二'lii L判　-J'y y,く町its n珊本]　Li熊本・rli

l二熊本二「「】投山本田】約1　~Fi-#BY.flJH

-T@一　水前、T>くro　水前.'i公園　神水　Ttl

上二束塚町　}j¥塚本町　九品!f　-TFJ (迫J)J】)　本荘　-H】

Ti:1-　坪)けくll~I　薬聞町　[一飼本剛　毛関田l

M髪一一rB-jォ安八TTI i:水Fif純一∴「日　L水前.lf　二Hl

is日付　　　「棚付I'MTII　川府本町ib水・JII -Mi水八日】

Ir:沖　rH　汀津　二rn　八三F.3町　萩原町

神水本町　湖東　一日】～湖東-rn　新′l_ ・I"1=1新/I; -111

水iisc iニl　ノ畑貢　J t】栄BJJ l糾r　広木田I

rV'i-　111-r.こ　　こHI

ILI,ilin叶,T,ォi]相川IllI、池川　Hト池L川!t「Hl　池.'r叫

花園　TH一　花r針LTf=l I:熊本HTEi

LIj崎・ri-j-.ta的LrIl ri坂町

1.973、SOO

i.211.000

新人江_三J H　神水　_Ji1 1とノI.-. Tl　!蝣己ノl二　J t】鈍ケ17_

健w th　他V|」二Jll　鰍.即L】ri】他1lf-IこJ I1 11'1水4叫　　　　3,870,000

h-J・ト・l叫　fl'l小、ftけ町・＼'i<'.トu I上l　′＼:;トトi';‥,rn

・lt川」 /rLト抽llIErH　仙川】托　-H】保El】窪:TH 1,210.000

増flt・ II卜・tf;川I Ull L nl　¥IP.帥

J別布・]蝣[]一　崎-:]-|l /lJHI, ・rIl AS.T.TM　他蝣I?本町

性蝣I'こ:rn u-ii.iHLtl LI'!'.HP

-Hト帖JこJL Hl

-<l¥∴蝣-Til LiOi. I

祥山間TB (追加)　′肋I.iKTH (追加)

・T措IilETIrl (追加)

出水pgTH ft.!*ハrH　汀津　二日】 (追加)八3;t水裕-.I'll

本山・日1-本i¥¥mi-H

tli水六日l tを「】["・rni (ili加) ・存H-lこIll CJAlin)

春[けて丁[:! -春l_H＼丁目

IJ越Pりi'i'i、ト・Hト】・l　蝣ill

炎If-TP!～Lt蛸wlJ11秋柑　JIH-秋lt'三Jii
川II'　Mi＼.∴Ill,ITH Hl

9-1--

I,蝣15　　1 7 1

51.10.1

52.10.!

67,000

583. 000

(39, 000)

川0. 000

,011,000

(210.000)

1. '00.000　　　　　　3,600

62.10.1

63.10.ll

蝣I一元11 27



us

革更m

26次

27次

28次

29次

間m

35-V

h」223

37次

秋/t蛸間　瀬木田　nSfr】田1 te.vV TEi-(t、I,_′＼J il

桜木・rH～桜木六rtj　十押#　Tf:トト弾1fHHl
・「Hl i il　-i-ill 、Ii!i　-i'.;i j rト　ト.し! i!
,l.tt　蝣"!' 】 ..Lf<? -Hj L、  、　ti　":;*i_、 J Li

川ill! -rEi Ena tI-日　出仲間　J t】萩l脚り

tヰt町.∩_ト・‡'.1】ill!]'　与_._トai iい'沖　!li

山ノ神-二丁目　投町　性j二Ei--1-Li ft'i-j;ミ~三一Hl

;Vk'＼i n .-"jini'irlj 1-よL廿:liト判　子UliこT.I.1LM M

保日経KTH　折r那G Til一新献.fl;六「E]

ト南部-　PI:トド棒iiiliZ". i ffifjf卜・J ti F蛸r'.TIJ
Mi:心　蝣I'll　蝣、、!dll ・1蝣II　蝣蝣・ヽMil-~」Ltl

納Jl　ト楠ATifI　武h'&ケ丘　H-I～武1歳ケ丘九rH
JEノl二　_Jiョ JEノI二VUT-1 J川i -Tl=l　月.tH-　rtl

`.眺　蝣nJ I:_郎　I'll i'Wi 、Ml '1上　土、lt町　fI[蝣'・'← .、jll

～l'i*万fi r(?】～純水jjfi:Iil-H　乗越ケii.矧那r
itIもトL(日、j Lf.Ijll＼  IV'間:'「- I'M　　　川し廿　IllJIJか

wlLIHTt三_i (追加)　滞LIL六rsi　軌IitIE]

八幡一一・TB-八幡「 -TE】川JJL- :rf=I-川尻六丁目

元三町一一rR～元二町iiTlニI　竺'fH:上-TLI～野BV-r.TH

Jはi三日3-月出LTLJ　折外二丁[=]-新外四l-Iこ11

小峯　TEI一　小峯llL】rc-i iiiノ内　一日~1-山ノ内間J'H

「亡J l二'VH'M (追加)

大窪一一rU～大窪丘"H U癌-∴rs-山室/lくrti】

Ell迎r-lTH～旺11迎ATlil A3三、11田1 til水L-riョ

洲111間　二rEト出1r叩けITO　約1卜TH　#11主1日

迎台*　71】～迎合ffKT¥]野中/TFl～野中・T日

新ア?5JIS至　一丁日　新Il二河原　二J tl

榊サ　二日1-i恥itiLI'll kSil'4 ・rIj-上・<識l'it　蝣蝣.I'll

l上ュ;rW土　-】1」-Iとtti'J;′＼】 II lく計・iitj　-]'!トkitil-ri・＼日l

八反tl】 :-:tb mil八TEI　′ffilll八TS　-SfU】九rF】

jLiLと・ na一　近見九TEl llrl; -TH ul土子　二日~】

繭miニ　ーTU～南;s;a二LIT! MB「-n】～JT篭H囲J H

火約. .TH　八j謹ノ大谷R[!Tl:l

馳l耶刺勺--Tl」～馳11陳内川J I】鰍王】二Tn～馳m六日~】
馳凹八rH　紺は】九ra　枕木・J tト舵木=.T[】

麻/l三間　-「L_1麻生ffl.-TII　兎裕・TE】～見解　一rrl

上lIiiV.二　rn- !∴l+i油l・JI'M　朋KrVTIi

HII.C, 10-日けW　-111 Hォ　　主卜11町u r上l

3.660.son　　　　　　6. 29!  、l'蝣3. 2,25

2.600.1川0 :　　　　　5,960

3.060,000　　　　　　　S.610

2,930.000

1.120.000

(I,02ト1.000)

・蝣1. 627, 000

237, 000)

・1, 285.000

(15.000)

5.蝣100, 000

6.800

川1

蝣1,630,000　　　　　　,300

6, 600, 000

(630, 000)

御車笛tfl-TEヨ～御車笛ttJ八J lj
御車木部　HJ～御幸木部二J H　御幸押I H～御車抑Jqn1　5.743,000

元二町ers　追加)　坪井′1、j El　祉I:H　-I"!I　池汀】L-rI　-

wmmmnt日　嗣甘弓IBB

近見/J一口(追加)　近見　二Jll (追加)  I-ノ郷　TH
l二ノ郷　二m-j　満場　J一日～満場_'rE]

KWI TLト.じ町rt Hl　即m rドトー町川"!"]II

刈」　Tァー　刈<?:HTH　荒FE　-r@-荒fE三nl

庸町　-TH　脚ii:ri羽　合,ltミーTEト合志p.gTll

.iォr-　~ドト山蕗:Lil'~トl

;,'iナこ附H. -】~トトIll水音,i地LTL】肺生i.ii　蝣rll Lit!'Jin

鮮生Hl二r日～麻生mETH　腕木IIt】T口～娘木六TH

八/,<水谷三丁目(追加)　楠=fiγH (追加)　八モ卵丁(追加)

江aトJ~B (i馴[1)　江津二J'U (追加) ill水い~日(追加)

,'li水八JJL_i (追加)

日.し,'irt　-I Lj、蝣AViI'M L日l

1.'.7, t二M!

p&h -Tli一　戸AS IjTT!

小　][トトillLIi】 1ヾtollUL j Li ',";iiォi

抑制　J t】～神[,3も1二Hl　イi'KC一　　卜1】jsurri-i

3.676.000

蝣mm

6.700蝣　11.2.22

1

1.800.000　　　　　　　　　　M.2.25

蝣1,575,00〔)i　　　　　3,400- 15.2.2′t

3.7川,OO0　　　　　　3.00Cよ16.2.23

(注) ( )の[榊由は町界町名変如)み

9次(前期)の耐此, 359, 000mの内60, OOOn了は2 1次で町名変it!

9次Oii淵)のnl桁的(2. 221, 000m)の内49-1,OOOrl前ま1 9次∴i51.000rrit42　次で′M<i
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(2)地籍調査事業

近代的地籍制度の碓立を図り、 「出離オ産の保全はもとより日也利用の高度化、まちづくり等の施策、公共事業

の基礎資料として多目的に利活用することを目的として、現地形状と一致した復元能力を存する地籍図及び地籍

簿をfMしている。

国の第間次回:l-.ii周査w葉上カ年詔両に逓づき、 、?->&2年度から'l仁業に着T--し、郁r机邦の大規模な地l補昆乱地域

から調査を開始し、主に市街化区域の調査を促進してきたものである0

地籍調査は、 Il.地行政の基本的な情報を整備する重要な施策であることに鑑み、 、陶に1 2年度を初年度とする

miこ次佳日二調査事業上カ年計画を策定し、機能的で効率的な都l吊用射酬;l=を行うため、引き続き調査を進めてい

くものである。
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3　戸　籍・住　民

Jl-籍届・戸籍閲・縮狛男などの;蝣蝣'耕法に基づく人の親族的身分僕日系の登録や公証、住民先動届・住民票関係証明な

どの住民基本台帳法に基づく住民の酬主関係の登録や公証のほか、印鑑登録事務・印鑑登録証明並びに埋火葬許可の

発行、外川人登録等4i務を行っているC　また、庁舎の案内役として=鞘にフ蝪7マネーージャー一一を配置し、出土サービ

スの向上に努めている。

( 1 )各種人口登算数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(各'・U度3朋1日現的

つ

ド

fl-痩 「l 1 5

'・} 本 庁 支 南 計 本 庁 支 所
f
「

.i= 可 Pハ <v ; 13 2 . 8 2 7 3 10 . 6 7′9 17 7 . 10 9 13 3 .5 8 9 i 10 , 6 9 8

it

V .

録

吉 [ 二孝 二

計

ッO O . 6 9 3 1-14 , 7 2 -1 3 1̀5ー11 7 20 0 ,4 3 2 ト15 ,8 39 3 -16 . 2 7 1

3 7 8 , ;>蝣蝣′15 2 7 7 . s o l 6 5 6 . 0 9 6 37 7 ,a▼l l

1 69 .8 2 5

云7 9 . 128 6 5 6 , 9 6 9

世 蝣tu-rn 数 16 8 , 9 18 ー0 2一日了 2 7 1. 0 3 5 10 3 ,8 89 2 7 3 , 7日

外 右一人登 録 人 LI] 3 , 2 6 1 9 3 3 . 3 ∫ 3 ,-17 9 9 1 3 , 3 ′0

戸 本 籍数 「16 , 5 2 8 8 5 ,8 3 0 2 3 2 . 3 5 8 ト17 . D S 3 8 7 , 2 2 9 2 3 1, 7 8 4

籍 本 籍 人 p 数 3 6 3 , 3 8 9 22 8 ,6 ′6 3 9 2 , 0 6 3 3 2 3▼68 -1 2 3 1, 2 3 4 5 5 1, 9 1 8

※ (本庁には東部・消水・大江・花聞`根毛センタ-を含む。 )

(2)各種事務受理件数

(3)各種証明取扱件数
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4　総合支所・市民センター

(1)総合支所

総合支所は、 I[lp文3年2月I Hの熊本市・飽託耶4町(北脚汀、河内町、飽捌け、大明町)の合併に伴い開設さ

れたものであり、建物はほ朝一役場を使用している.なお、建物の老朽化に伴い、大明総合支所(平成6年4月改築)

及び飽間総合支所(平成8年4月移転改築)は、 If舎の建飴を行った。

総合支所の組織は、 =川T地域住民の幅広い行政ニーーズに対応するため、総務課、市民福祉課の2課及び河内総合

支所管内に芳野出張所を設置し、住民サービスの確保、福祉の向上を図っているO

ア　建物概要

北部総合支所

所　在　地　鹿子木町66番地

構　　　　造　鉄筋コンクリート2階建

敷　地　面　積　　9, 294n了

建物延歯根　　4, 313rri

(うち公民館　582. 3m)

職　員　数　19人

飽田総合支所

所　在　地　　会富町1333番地1

構　　　　造　　鉄筋コンクリート2階建

敷　地　面　積　　6, 544m

建物延面稜　　950m

公　民　館　　2, 049m

職　員　数　16人

河内総合支所

河内町船津2 0 6 9番地5

鉄筋コンクリ-卜地下l階地上4階建

2, 338m

2. 766rri

(うち公民館　546n重

21人

天明総合支所

奥古閑II】I2 0 3 5番地

鉄筋コンクリート2階建

7, 426m

720m

2 1人

イ　熊本市みかんの里振興センター

みかん農業を中心とした地域経済の振興と住民の射舌文化向上のための施設であり、分館として果樹試験場記念

館がある。

設　置　主　体　　　熊本市

所　在　地　　　本館　河内町船津791番地

分館　河内町船津820番地1

敷　地　面　積　　　20, 203m

構　　　　造　　　本館　鉄筋コンクリート3階建

分館　木造2階建

建物延南柏　　　本館　, 475m

分館　　161m

総　事　業　費　　　554, 570千円

開　　　　館　　i和文3年6月l H

主　要　施　設　　会議室、生活実習室、多目的ポー-ル、展望ホール、事務室
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利用状況

、1 、、、、＼、、.L＼＼、.、 K 分 .、
ノ一、

&

第 1 第 2 ・V ; >i
表 Ll

捕.ユ ;) 蝣Ai 6 ・A h I 多 目 的 *
/JlUti一く . 勿 T.J

( 人 )

年 度 、、、 会 l一点室

10 8 件

会 議 :iT'l= ;: .:it ^

2

1 0

～
会 l‥;遜雀

A
ホ l一. ル :J<: 1*1 -

15

1 l l :i 2 2 9

8 2 5

3 9 I l 1
大 人 蝣1, 9 2 1

′ト 人 , 3 13

計 6 . 2 6 -12 , 8 8 1 人 I . -lb l 6 () 4 0 9 8 6 5 一日 = 1 ,3 7-1

ウ　熊本市天明コミュニティセンター

生涯学習と芸術・文化活動の利用に供するとともに、児童の健全育成を図るための施設である。

上ii'f :U　什

所　在　地

椛　　　　造

建物吐血tti

総、ili　%　Vi

間　　　　fill

主Il控it!!

利用状況

熊本rlJ`

奥古間町2035番地

FW2階建　蝣SI!3附

2, 747m

841, 897千「q

平成3年61=1 1 5El

大ホ-ル(401名) 、大会議室(120名) 、眺Iを室、和室、視聴覚'if、児童室、 _L作室、 ≡#務室

＼ ＼ E 分

年 度 、、、、、一、＼
大会議室 視聴 覚 3?. 和 室

l
l
- 工 作 室 ホ ル

149件 307 川S

i

「川
-

IIS

I;) r
8,325人 ・1,688 8,752 1,603 51,03 4

工　熊本市芳野コミュニティセンター(芳野出張所)

集会その他、住民の各種社会活動の利便に供するための施設であるO

設　置　主　体　　熊本市

I'I?　てt=_　地

構　　　　造

建物延面頼

総　事　業　要望

開　　　　館

主　要　施　設

別Il】状i'-i!

河内町野出14 10番地

鉄骨2階建

76 1m

149, 786千円

昭和58年4月1日

多闘射て-ル(200名) 、図書室、娯楽室、料埋室、和室、保健室

.＼
(末分

年度
多 E川勺ホール -"蝣 (/^ 他 合 計

15

小川 72 l}り

1,758人 2,400 こ 7,158
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(2)市民センター

市民センターは支所、公民館、児亜館などの複合施設で、コミュニティ活動の中核として活用され、連帯二郎酎こ結

ばれた地域自治・生活文化の振興を図っている。

sHm
開設年月日
ffi　　　　造

建　設　費

敷地面積
建'?一　面　til

建物延面接
支　　　所

児　童　館

公　民　館

鍵捕手摘釦

まちづ レ
n

H

ノ

'
＼

ム
　
ム

職　員　数

所　在　地

l札"蝣・L年月u

描 追

建　設　費
ォt地面　的

建築面積
i」物廷面tti

せ
蝣
^
蝣
a

支
児
公
職

在
年設
所
開

所

館
館
数

追

建　設　費

画
面
地
築
敷
建
建物延面積
支 所

児　壷　館

公　民　館

職　員　数

所　在　地

開設年月日

構　　　造

建　;*　t士

・ft地　面　帖

建築面積
建物延面積
支　　　所

児　童　館

公　民　館

灼　Q　&

南部市民センター

商高江6丁目7番35号
昭和62年7月6日
鉄筋コンクリート2階建
541,115千円
8,284.61n了

1,75こi.51m

上917.27m"

263.00m

313.93m

,340.34n了

10 (4)名

秋津市民センター

秋津3丁目15番1号
昭和60年8月10日
鉄筋コンクリ--ト2階建
521,448千円
10,971.06n了

,683.70m

,910.34m

253.31m

315.45m

,341.58m

10 (4)名

東部市民センター

錦ヶ丘1番1号

昭和52年9月1日

鉄筋コンクリ一つ-2階建

311,552千円

5,256m

上241.64m

上958.50m

(256.89m)

310.50m

1,391.llm

17 (4)名

花園市民センター

花園5 J-E78番3号

if成2年8月27IE]

鉄筋コンクリー--ト2階建

591,608千円

5. 145.OOrd

,496.99m

,864.30m

(95. 80nイ)

305.07m

,463.43m

7 (4)名

幸田市民センター

辛口]2丁目4番1111f-i
昭和57年6月2日

鉄筋コンクリート2階建

492,240千円
5,578r貢

,267m

,900.07m

247m
347nィ

,306m"

ll (4)名

龍田市民センター

龍田弓削1丁目1番10号
昭和54年7月1 1日
鉄筋コンクリート2階建
350,428千円
5, 380rr了

,237.8r肩

,803. 26m"

246.31m

303. 85m"

,253. lrri

1 (4)名

清水市民センター

清水亀井町14番7号

昭和59年7月10日

鉄筋コンクリ一一ト2階建

449,829千円

!,363.26m

,400.08m

,793.38m

(125.32m)

337.45m

,316.97m

7 (4)名

西部市民センター

小島上町321番地

昭和49年10月4a (w,EI4<ト川移.設机没)

鉄筋コンクリーート2階建

,857,437千円

9,322.53m

2,536.84m

3,306.96m
576. Orri

417.1m

]. 2m"

287.5m

鍋蘭

14 (4)名

託麻市民センター

長嶺東7J~日1 1番15号
昭和56年5月30日

鉄筋コンクリ一一ト2階建

483,590千円

6,248.20m

,346.62m

2,010m

260m

関空筒

,305m

12 (4)名

大江市民センター

大江6丁目1番85号

昭和63年7月1 1日

鉄筋コンクリート2階建

486,435千円

5,029.40m
,218.83m

1520.98m

(187. lln了)

103.50m (児重宝)
上230.37nイ

7 (3)名

(注)支所の欄の( )書きはサービスコーナーー

職員数の欄の( )書きは公民館専任職員数(外数)
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(3)五福地域開発センター

ji福地域開発センタ-は、併設する_-!二沌-j/J＼学校の改築に伴い、平成3年に開設し、住民サー-ビスコ--ナ-と公民

館が小学校と一・一一一体構造になった、全問でも数少ない校合施設である。また、太陽熱を利用した温水プールが平成5

年i on>こ完成したO　施設及びエネルギー-を有効に利用するため、小学校が使用しない時間帯にプールを市民に聞

放している。

旧市街地の諸問題を抱える対象地域の活性化、まちづくり気運醸成のための講座等の開催及び、川体の育成・活動

支援等に取り組んでいる。

サ-ビスコーナーでは、 j下欄封凋係、住民票関係、印鑑登録の諸証明書の発行を行っている。

公民館では、孟劉生の開設や絡稀行事を実施し生涯学習の場として、また、ポー-ル、研修室、茶室、料埋実習室をは

じめ図二:蟹室、児童室も合わせて広く子どもからお年寄りまで利用してもらうことで、生涯学習に寄与している。

所　在　地　細コ二町2丁目25番地

開設年月　日　平成3年4月15日

構　　　　造　鉄筋コンクリート　地下1階.地上二4階建

敷　地　面　積　6, 61 2m

建物延面械　:. 227m　うち　サ-ビスコ-ナ一一、中小企業賓、事務室、会議室　557rri

公蛇館・・・1, 951m　小学校-5, 719m

建　設　費　2,　16, 050千itl

職　員　数　7名(外指導員等7名)

利　用　状　況　サ-ビスコ-ナ--12, 791人　会議室・中小企業室　蝣5, 280人

(平成15mW)　公民館　・41, 415人　児範室　・8. 445人　図書室・・1 1, 817人

プ一一ル(一一一一一般開放) -1 0, 780人

5　交通安全対策

(l )交通安全思想の普及徹底

ア　体系的な交通安全教育の推進

f】綱目58年から、交通安全教育専門員(3人)を配置し、幼稚(保育)閑、学校、町内会、高齢者、各種団体

に対し、諾J柏ぎ会、座談会のほか、特に、ダミー人形、模擬信号機、教育ビデオ等の教育機材を活用した、参加・体

験・実践型の交通安全教育を推進する。

イ　交通安全活動の推進

①　自治体が主体となった交通安全活動の推進

各李の全国交通安全運動、事故防止活動を【圧し、に広報車による呼びかけ、市政だより、ポスターの提示等、

各種広報媒体による広報活動、交通安全推進大会、街頭交通安全キ17ンペ一一ン等の各種イベントの開催による

啓発活動、さらに、 「交通安全総点検」に参加を呼びかけた参加型啓発活動等、自治体がj三体となった住民総

参加の草の根的活動を展開する。
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○交通指導員と連携した街頭活動の強化

市委嘱の交通指導員や公安委員会委嘱の地域交通安全活動推進委員及び地区交通安全協会等と連携し、

市民交通安全の目(各月1, 1 0. 20日)や交通安全運動等の期間中に朝の通関・通学時の街頭指導を

行うとともに地域における交通安全リーダーとして、諸活動を推進する。

○交通指導員制度

交通の安全、事故の防止及び交通道徳の高揚を図り、あわせて市内の交通秩序を確保することを目的とし

て、昭和44年1 ()月1日に発足した。現在委嘱を受けているのは3 57人で、警察その他関係機関と緊密

な連絡をとりながら、必要な交通指導及び交通安全思想の普及高揚に努めているO主に、各種行事や朝の通

関・通学時の街頭指導にあたっている。

(塾　幼児に対する交通安全意識の啓発

○幼児交通安全クラブの結成と活動の促進

幼児と母親に対し、交通安全教育を図り、交通安全思想を普及し、将来の交通社会人の育成を図る。

〔主な活動〕

・ f辻と子の交通安全教室の開催

・母親の交通安全研修会の開催

・地域における交通安全活動への参加及び協力

・交通安全母の会の自主活動の促進

○家庭において交通事故防止の主役的役割を母親にはたしてもらうため、次の活動を行っている。

〔主な活動〕

・母親が交通ル-ルやマナーを身につけるための交通安全学習会を開催する。

・家族の交通安全について、 Jミ1親がリ-ダーシップをとり、通園路を子どもと---緒に歩いて危険個所の

注意を促す。

・地域の交通安全活動について、率先し参加協力する。

(2)自転車対策事業

ア　自転車駐車場の整備

近*f-、歩行者等の通行障害や都市景観の悪化などを引き起こし、全国的に社会的問題となっている

放置自転車の状況は本市も同様であり、中でも中心部において、その状況が顕著となっている。

このような中、本市では放置自転車対策の-I-一環として駐輪場の整備を進めているところであるが、当該施設は昭

和6 1年に両射^Ji辺の駐輪対策として設itしたものであり、来庁者等に数多く利用されているO　また、土地の高

度利用のiliからも上層階に執務室及び会議室等を配置している0

なお駐輪施設郎分は自走式で平地丁階から4階までを使JflL、安全性や維持管理を考慮したテレビ監視システム

や自動放送システム等を取り入れている。
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熊本市自転車駐車場

所　在　地

開設年月日

敷地u'ii tti

班苓ifti M

廷　ifti h'j

構　　　造

建　設　費

収容台数

利用台数

花畑町9番1号(市役所別館内)

l】銅1161年1月1 1日

703. 43m

434. 99m

3, 401. 21n了(塔臣車場部分: 1, 742. 96m')

鉄骨造8階建(一部半地下)

388, 000千円

740台(自転車285台,二輪車455台)

15年度　350, 027台

イ　放置自転車対策

平成1 4年度に整備した路上駐輪場は、銀座通り歩道橋より南側の電車適東側歩道上が1 7 0台、西側歩道上

が1 90台の収容能力をもつ。

放LL削三_!転車対策として、商店街や駅周辺など9カ所、総延長1 2, 5 3 0mを放Timii二区域に指定し、放f'T至的転

車の移動・保管業務を推進している。

放置自転車の移動、保管、処分状況

(3)違法馬主車防止対策

ア　違法駐車に対する街頭指導の複化

平成4年5月1日「熊本市違法駐輩等の防止に関する条例」を制定し、違法駐車防ihffi点地域の指定をもとに、

違法駐車の多い土・ 【摘;.口を重点に交通折導釦こよる違法駐中の街頭指導を行い、安全で快適な生活環境の保持

に努めている。

イ　違法駐車防止重点地域

・銀座通り他4路線1, 900m (平成5年4月11封旨定)
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(4)交通事故被害者に対する支援対策

ア　市民交通傷害保険制度

加入申込・啓発を市で、事故の審査・支払を糟粕揺保険会社(3社共同)が行なう保険で、保険料が安価な

うえ給付内容等が充実した市民向けの保険制度。

保険料・年額1人1II480円、 1人につき2Iはで加入サ"L

・ 5月以降の加入時の保険料は、 480円から1月につき40FJを引いた触。

保険金・死亡、後遺傷Si o o万円

・傷宮の程度により5千円～12万円

イ　交通事故相談

昭和4 2年7/]|絹設、相談事項に応じた解決法を教示していたが、昭和4 7年4fl:事故相談所を開設し、廟当相談

員2名による毎日の相談業務のはかに、毎週木嶋圧1には弁護士を招き法律上の特別相談を行っている。

交通事故相談件数

年 度

K .チ
ll 1 2 lti ILL 1 5

5 2 1披 ! ,-tf 5 6 8 5 7 6 5 8 8 6 2 3

Oir .:者 ー肺 1 57 ー6 8 l 6 5 「19

6 70計 7 6 3 7 3 3 7 5 6 7 8 8

相談内容件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(・.成1 5年度)

ウ　交通遺児への援助

昭和4 8年度から、交通遺児で、小学校、中学校に入学するもの、または中学校卒業予定者に、就学援助金を支

給するため、基金を柚み立てている。

交通遺児基金の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)



6　消費者行政

消費者の利益の擁護及び増進に関する施策の総合的推進を図り、市民の消費′自舌の安定及び向Lを目的に各種事業

をf)-蝣

(1 )消費者保護施策(消費者センタ一一の充実)

消費者からの買物相談や商品・サービスの契約、販売方法等に関する相談等苦情処Ell王のための相談窓IIIの充実

を図るとともに、消費者の声を関係業界や行政に反映させる。

相談件数

年 度 l l

3 , 5 6 4

12 1 3 「l 15

総 件 数 6 ,0 70 6 , 5 18 6 ,8 0 0 12 . 、日 tl

相談内容別件数

内

容

w 販
-
】 価 g 明 接 安 演 i 衷 買.Ti 午 計 埠 也 i 一′一し

/、
tコ

.,1

約 ~t-r*'L
】 格 l J,絶

IiL
客 令 規 ナ 蝣N 物 捕 号.読 .:.lP,I,

i.うX
装

の

i
也

解 方 i
L 料

Ii ?<i 対 街 u
… 広 棚 知 ;. ヱSr/Ll二く 容

約
i )
1-

紘 会

l

1 .柄
.y一,i 閏

応 /I: rFl堆
一▼、
!阜Il.I ]

談 li故 百 篇i 由

件 数 10 . 3 3 4 6 ,0 16
-

. S 二寸 3 6 5 1 9 7 M O 13 6 15 6 i 4 3

F

3 1 8 2
LI

5 4 18 , 6 1 2

(2)消費者意識の高揚

最近の複雑、多様化する消費里舌に対応できる消費者の自立を目的に各種講座、事業を開催するO

ア　消費者意識の向上

,'ivl';.<・　　-　:.-II'f蝣蝣蝣.蝣　　　　　: ii-:I. ・・ ∴　　・ .・・蝣AV'!.:　　∴'・,;'

消粧HS移動講座:多発する消費者トラブルの未然防lE二や、くらしの中の様々な問題をテ-マに地域や職場

に>サ柚をift:退。

イ　小中学生啓発事業

小中学生を対象に契約の知識など消費者取引に係る啓発資料作成、また啓発ビデオの飢11を行う。

り　高齢者、若者啓発事業

増加する若者・高齢者の披宮を未然に防止するため、啓発二事業を推進する.

エ　「消費者月間」事業

昭和43年5月30日に「消婆せ者保誰基本法」が制定されたのを記念し、昭和53年から5月30Fは「消

費者のH」 、昭和63年からは毎年5月を「消押者月間」と定め、記念事業を行う。

(3)情報の収集提供

ア　消費生活情報の収集提供

市民の消費射舌に関する商品・サーゼスの知識、消費'ア?舌に関する嬬哉の普及のための情報を収集し・提供す

るO

イ　消費者物資の情報収集

毎11,車内の3 ()店舗をくらしのモニタ--:=)名による′柑F食料品、 ′自制粧亜物資3緑用の小売価格、需給状

.t.亡I-,:')'.!.一十E L I 、臣'月、・吊Hi"r i'宣表寸二二一
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ウ情報コーナー

消費者センター内にパネル、商品の展示、書籍やパンフレット類のコーナーの常設及びビデオの映写、貸LIJ
ill

による情報提供を行うO

(4)消費者の組織化と活動の助長

消費者Ⅲ体の組織活動を援助し、また、講座受講生や地域住民などを対象とした新たなグル--プの組織化と自立

を促進する。

(5)計量検査

熊本市計量検査所　　所在地　熊本市水源2TH 1番4号

1机l ・証明における適正な計_:lとの実施を確保するため言侶Iを法第1 9条による計量器定期検査と第1 4 8条によ

る特定諾十IE<S旨立入検査及び商占封一往】M.大検発をおこなうとともに計iri意識の向l二を図るため、事業者・消炎者に対

して指導、普及事業を行っている。

検査実損　　　　　　　　　　　　　　　　　　(・iikl的渡)

! 検査戸数 (戸 ) 検恋件数 (件 )

計 ‥ut 語呂定 期 検 査 li.iS 2,520

特定 計 M 箸岩去入検溌 1,916 3.4 45

商 品 別 ∃立 入 検 査 … 1,023 5,667

7　男女共生推進

女性も男性も共に、自らの人生を自らの意思で選択し、 il拍:を担い合い、おat/)を尊311-ることのできる社会の実

現が求められている。

男女共同参画に関する意識啓発や環境づくり、また、女性の自`立と参画の推進を関係部局と連携しながら総合的、

計画的に取り組んでいるが、第2次行動計画「くまもと市男女共同参画プラン」を推進の柱にさらに取り組みを強化

していく。

昭和6　2年4月

平成　2　年　4　月

平成　4　年　3　月

平成1 1年4月

:平成1 2年2月

平成1 3年2月

平成1 3年9日

・平成1 4年3月

女性行政の総合窓日を設置(婦人/口舌課)

総合婦人会館・カルチャーーセンタ一一(現総合女性センター)オ:70ン

「くまもと市女性プラン」策定

男女共生推進課、総合女性センター-、勤労婦人センタ一一を-イ村ヒし、総合的推進催Ii'Jの確立

第2次行動計画策定へ向け、熊本`rf甥女共同参画推進懇話会設置

懇話会、提uiri 「男女がかたりあい共に築く2 1世紀」を市長へ答申

「熊本市I)V防正対策ネットワ一一一・クj　設iH

l~くまもと市男女共同参画プラン_Jr　策定
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、「>Ai 1 、l　年Ii I]

平成1 4年1 1)]

事h'i 1 f, i¥: 2 II

平成1 5年4 ;蝣!

平成1 6年4　月

平成1 6年4月

:男k";!蝣車Lこl|.|Hl!l,川i社員甲-i. ¥ t′一つ-

「第4恒日経界女性スポ　ッ会議くまもと2O L)6」プレイベント開催

r)日加)㌔.つ妨ILネットワーーク会議被告者支援検討会議_j　発足

「熊本世界女性スホ一一-ツ会議聞催r附茄圭」 .没Il'l (男女共生推進諜内)

「熊本世界女性スポーツ会議聞fi絹Kffiii室」課相当として分離

:、熊本l出川】t甘こし、 ・時(lI蝣'蝣Ii'1土地言'i'i'吏':蝣蝣;{摘iU'j :i川jlir-　-.f一一卜

( 1 )人権尊重を踏まえた男女平等意識の啓発、教育の推進

ア　男女平等に関する啓発・広報

他部門との連携による啓発推進

啓発リーフレット等の配付

ドメスティック・バイオレンス防止の取り組み(悩み相談カーード配付)

情報紙「はあもにい」の発行　(年3rH】)

出11iiii八川とLて地域、於態?rに出¥i¥】いて　　うー>,/f-Ilwiii:

イ　男女平等に関する情報収集・提供の充実

(2)あらゆる分野への男女の共同参画の推進

男女が、社会の対等な構成員として、社会のあらゆる分野における活動に執IiI経る機会を確保できるように推進する。

。つ　審議会、委員会等への女性の登用を促進するo

W-h文14年度27. 2%　平成15年度27. 3% 、和文16年度31. 9%

C)女性の人材発桝と登用拡大を図るため、女性人材リストを充実・活用する。

C)働く場での男女共同参画の推進を促進する。

○　家庭・地域での男女共同参画の推進を促進する。

(3)推進体制の整備・充実

ア　「くまもと市男女共同参画プラン」の推進

イ　くまもと市男女共同参画会議による推進の監視・助言

ウ　庁内推進体制の整備・充実

工　市民や関係横関との連携強化

国、県等との連携強化及び市民とのパ-トナーシップによる推進
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(4)熊本市総合女性センター

男女共同参画蘭二会の実現及び市民文化の振興を[紺勺とし、男女相/I-.の自立と調和ある社会の災現をめざす施設であ

る。

ア　男女平等意識啓発事業

男女が共に自立し、協力しあいながらいきいきと掛らせる男女-)伸)参画社会の実現を目指し女性問題の視点を踏

まえた啓発・自己開発等の講座(セミナー)等を実施する。

(女性問題基本#業、男女の快適生活事業、市民グルー:7企画講座、男女共生フォーラム、私のギャラリーー展等)

イ　社会参画支援事業

女性の社会参画を促進するとともに、女性の意欲と能力向上を目的に市民活動を支援し、ネットワ一一ク化を進め

るO　また、女性のエンパワーーメント(力と自信をつけること)のための支援11;業をmv胴~る。

(総合相談室の運営、事業企f軒仁一ダーー育成、市民活動サボ--ト・lL業、ファミリーサポートセンタ:事業の実施、

情報資料室による資料の収集及び提供等)

総合相談室運営

年 度 l l
l
r :
- 13

「1
-
1 5

相 談 件 数 1, 5 1 1 一. 6 6 3 1. 8 8 7 1, 8 16 1 ,9 79

l

ファミリーーサポートセンター(熊本)活動状況

てV - it 日 12 -
,3 「ー i:>

i 数 1. 12 3 1, -ー55 1, 7 5 1 2 , 0 5 9 2 , 5 3 7

捕 那 f=数 ,7 0 8 1. 6 5 7 3 , 1 12 蝣1, 5 0 7 :lー69 6

ウ　施設貸出事業

市民が気軽に手作りの催しを開催できるようにセンタ-機能を生かした助言や析動支援を行い、市民の創造性

を育む。

(施設の概要)

Ll呈i?i )蝣:体　　熊本車

所在地　　黒髪3日ヨ3番10号

柄　　造　　鉄筋コンクリ-ト4階建(一一一都5階)

面　　項　　数地面積　6, 665m　　延床面積　5, 376m

_l二　　期　　平成元年1月～平成2年3月

開　　館　　平成2年4月7El

建設費　　2, 280. 000刊当

主要施設　　4階　　会議室、研修室A・B・C、和室

こ細管　リハーサル妾A蝣B・C、創作アトリエ、スタジオ、編集ルーム

2階　　多「拍掴て-1リレ(200人) 、食のアトリエ、食品加r:&、

フアミリ-サボ一つ-センターー　く熊本) 、ギャラ1)-

1階　　メインポー-ル(372人) 、情報資料室、相談室、幼児室、事務室

その他　　粧~-」場1 75台(xL体駐車場64台、第2準用ヨ:場30台、第3駐車場50台、

臨時駐車場2 7台、障害者用駐車場4台)

駐輪場　2カ所
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会館利用状況

(5)勤労婦人センター

.1、m/・'-i'i、 ;"l.'i it-' -.i蝣　::・'・　t-'l・'.い　ト..こ　・蝣IJ・　　∴':I:'.: l¥':　　・*..'・蝣ii.き　J-;.-':

のための家:・拝援助講座、 ll二蝣¥妄と家庭の両立支援のため介護支援諸摘至等を実施している。また、働く女性、働きた

い女性のため、資格取得講座の開催、能力開発講座の充実を図り、女性の社会参iffiiを支援している,

(施設の概要)

設　置　-l三　体

所　　在　　地

w?　　　　　造

蝣Be　地　面　的

圏imman闇

il,　　　　l I.

完　　　　　成

開　　　　　館

il　　設　　fir

利　用　状　況

熊本市

本山2J丁19番51号

鉄筋コンクリ一一ト3階建

891n了

1, 1 1 8. 05m

昭和48年6月1 8H

昭和49年3月3 1日

周{蝣II-I t川:hll(うll

97, 81 7千円

22, 913人(平成15年度)
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(6)社会参画支援事業

ア　就労支援事業

働く女性、働きたい女性のため、能力開発講座の充実を図り、女性の社会参画を支援する。

・能))向上、仕`トにL上かせテ汁蝣ti'l、蝣ii'-i'f'.fu八川,.し・-、川川し

キャリアアップセミナ--、話し方入f甑削生等

・女性の就業に向けた職業講座・セミナーの開催

再就職準備セミナ-、ポーームヘルパー養成研修、パソコン検定対策、簿記検定対策等

イ　両立支援事業

働く女性の職業生活と家庭生活の両立支援を日的とし、家庭における男性の家事参加、介護支援を促進する.

また、託児事業を行う。

・男性料理講座、介護入門教室、託児事業等

り　教養技能習得講座

・自主学習グルー-プの活動支援

エ　相談事業

I)V被害者相談窓口と連携して、弁護士による定期的な相談事業を実施し、 I)V被害者の自立を支援する。

8　青少年育成

(1 )青少年育成計画

近年の社会変化は急速かつ著しく、青少年の意識や行動も大きく変化している中、本市では、青少年の健全育成を

重点施策のひとつに位置づけ、 =Fき}蝣少年を取り巻く現状を踏まえ、行政はもとより地域社会、関係団体、市民が一体と

なった曹少年育成のよりどころとなる指針として、平成1 2年3月に青少年育成計画を策定したO

現在、推進体制の強化に取り組むとともに計Iiの実効性を高めるためのモデル的事業として掲げた1 0のパイロッ

ト事業の推進を図っている。

名　　称　熊本市青少年育成計画　～遊・友・裕～若者の夢プラン2 1

計画期間　平成12年度から平成16年度までの5年間

(2)児童育成クラブ

日　　　的

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学しているおおむねl ()歳末満の児童に対し、授業の終`召麦

に適切な遊びや/=Hsの場を与えて、その健全な育成を図るO
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200 6世界女性スポーツ会議くまもと

男女共同参画の取り組みにおける1つの大きな柱として、本舶ま・ 20061i堺女性スポーーツ会議くまもと

を開催するOまた、この会議開催は、本市の国際会議観光都市としての成長及び国際交流の面でも意義深いも

のである。

平成1 6年4馴二、 2006碑林女性スポーーツ会議くまもと実行委員会を設立、大会開催に関する-t?Jの事

業の準備及び運営をする。熊本市役所内に事務局本部を置くO

開　催　日　　2006年5月11El 141°】

開催場所　　熊本市

主　　催　　2 0 0 6世界女性スポーツ会議くまもと'実行委員会

(共催団体:熊本市、熊本県、 NI〕0法人ジュ--ス、 (財)日本オリンピック委員会)

参加者　国内スポーツ関係者、政府・行政一射系者、マスコミ、 -一般スポーツ愛好者等、国外スポーツ関

係者(政府・行政関係者、競技団体、オリンピック委員会代表等)

参　加　数　　約100カ国、 700名(予定)

(1)沿革

平成13ォf-1 1月

平成14年　4月

平成15年　4J】

平成16年　4月

会議開催決定

㌔;'I:-V-I/ i :  '・.A'!1"'i>t'.j:'.蝣蝣蝣'

I ; ::一一, 、.こ　　　、...ト川;・!'.・:;.-;蝣一・;:蝣'--‥': i¥Hミi!.';1ミ　‥一

熊本世界女性スポーツ会議囲催準備室が課相当の宴へ配置替え

2 0 0 6世界女性スポーツ会議くまもと実行委員会設立

(2)応援する会との協働

この大会を広くサボ-トするための各個人及び川体による「応援する会」と協働し、市の男女共同参画とス

ポ-)に係る事業やボランティアスタッフの頚録文等に努めるo
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1 0　文　化　振　興

文化は、人々が心豊かで質の高い生活を送り、活力ある社会を形成していく上で極めて重要な意義を

もっている。このような中、本市では「文化振興計画」を策定し、市民　一人ひとりが参画する文化の創

造をはじめ、熊本城を中心とした文化遺産と自然や歴史に育まれた個性豊かな文化的所産を継続・活用

しながら.心の豊かさを実感できるくらしの実現に取り組んでいる。

本年は第1 0回くまもと全閉邦楽コンクール、第9回「革枕」国際俳句大会などの事業を引き続き開

催するとともに、 「わが町の歴史再発見事業」を推進し、歴史文化の振興に取り組む。また、人づくり

基金研修生等を中心として、小・中学校及び地域等で音楽・舞踊・演劇などの芸術・文化に親しむ機会

を提供する「芸術文化出張講座」や舞台芸術活動を行う者に、 V業にかかる錐用の一一一一部を助成する「舞

台芸術助成事業」を行うなど、熊木の個性ある文化の創造に取り組んでいる。

また、市民会館、健軍文化ホール、現代美術館の文化施設については、 「市民に親しまれやすい自〕三

事業及び展覧会」を開催することにより、子どもからお年寄りまで誰もが利用しやすい施設をめざし、

管理・運営に努めていく。

(1 )市民の文化の振興

ア　平成1 6年度主な文化事業

・ 「全国邦楽コンクール」　平成16年5月16I":】

世界に誇る伝統音楽である邦楽を継承・発展させるために、全国の才能ある邦楽演奏家を発舶

し、育成の契機をつくることで新しい時代の邦楽の進展に寄与するとともに、熊本の魅力を全国

に向けて発信する。

・ 「草枕」国際俳句大会・平成16年10月31日

平成8年に夏日淑石東熊記念事業として創設した俳句大会を9年度より「くまもとお城まつり」

の一環として開催。日本を代表する俳句を通した田際交流を械極的に進めるとともに、 「熊本と

俳句」を世界へ向けて発信する。

イ　熊本県文化協会への助成

県内の文化関係の諸団体ならびに諸機関等の相E二の連絡調整をはかり、文化の育成発展に寄-tj.

することを目的に文化事業の主催ならびに後援、県内各種文化団体ならびに文化機関の相互の連

絡調整と情報交換、県外文化相体ならびに文化機関との交流、その他文化の育成発展に必要な事

業を行っている。

加盟団体　326団体

事業予算　72, 298千円(平成16年度)

助成金額　13. 500千円(W-1戊16年度)
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(2)人づくり基金(平成:川三度からJjf施)

日　　的　　多くの市民の方々から寄せられた浄財を基金として、文化をはじめ様々な分野において指

樽的役割を果たすべき、 ffl際感覚を備えた創造性豊かな人材をT-ffjkする。

基金の額　　57 1. 360. 31i‖-lj

年 度 I'-3へノ1() 1. 12 13 「I ほ 只?,

援助件数 ([男 l「l 9 ll D 2 L 「l、

援助金徹 (千円) 135.-100 500 7.400 3.500 .000 :i.750 1:j8.550

(3)健軍文化ホール

健軍文化ホ--ルは巾民の文化活動の振興を図るとともに、本市東部の拠点である健'けり也区の文化・交流機能の

強化によって地域経済の活性化を推進することをァ的に建設したものである0

2 9 3席の間定席を経つ史郎地域で初めての本格的ホール、料理ml?、小会.-i臥　会食などが楽しめるパーティ

ー-ルー-ム、 3つの会議室、 2つの音楽練習室を備えている。また、戸籍関係証明、印鑑証明、住比票等の交付が

受けられる市民サーービス業務を備えた「生活文化拠点j　の施設である。

riJf　1'li　　壮

開設咋n n

f,v,　　　　造

n　地　面　ffi

建物延面頼

ill　'没　　Vi

職　　員　　数

施設利用状況

若葉3 IT!5番1 1号

、V-h文7年4/"] 8 :]

鉄筋コンクリ-ト造ニ3階建

2, 171. 771nイ

1, 841. 99n了

うち　ポー-ルー429. 80m

会議室A-92. 25m

会議室C-29. 27m

音楽練習室　　・22. 50m

1, 010, 076千円

9ft

パーティ一一ルーームー1 09. 80rri

会議室I3-　30. 24m

音楽練習室^-23. 63rri

その他-1, 104. 5m

(馴'蝣>!.　上段:件　ド投:人)

＼
W ti

＼、

ホ P .ル 会 議 象 へ … 会 議 翻 会 議室 C パ ーテ ィールーム 汁食 r4l ,十∵ネ 1 .洋 楽 純 」7宴 li

、.
年 度 (2 9 3 % W iO ft † ( 16 名 ) ( 15 名 ) (S O 者 )

日 5

b V iー

4 9

tli ft l

・ fiに1 5 年 度

2 ー3 3 7 0 ?J 8 二" - 1 2 3

13 , 5 5 3 10 ー0 0 1 3 , 3 7 8 2 , 9 2 4 -i, 0 10 1. 8 ー13 M l

※ ( )は終^/Efi

サーービスコ-ーナ一一一利用状況(発行業務のみ)　　　(鞘立　件)

I末分

勺 !.".

T -)j丈1 5咋 度

ノ…丁締 関 係 iアR 柴 F箕】係 印 鑑 .iil-."1!

2 , 1 1 6 (46馴 0 ′19 6 -12

一一117-
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(4)熊本市現代美術館

熊本市現代美術館は、洋画家井手宣通氏の作品寄贈が建設の発端となり、平成1 4年3月に竣二r二した上_適A地区第---

種rff街地再開発事業により建設された複合ビル「びぶれす熊日会館」の一淵iとして、同年1 0月に開館した。

館内は、企耐展を行うギャラリーI・IIのほか、美術眺_I.き'右のホームギャラリー、コンピュータ-と美術が融合した

作品を展示するメディアギャラリー.-、多酎仰こ活用できるア-トロフトなど多様な施設を備え、市民の生涯学習・文化

活動の拠点として、また、児童・生徒の美術教育の拠点として、地域社会に開かれた美術館を目指し、展覧会事業やワ

ークショップの開催等様々な催しを行っている。

ア　施設概要

所在地　　上道町2番3号

面　　相　　7, 837. 34m

うち展示及び教育普及関係部分

ギャラリー1　882nイ　ギャラリー1I-　073m　ギャラリーHI-　130m

井手宣通記念ギャラリ　　133m　ホ-ムギャラリ--・252m"

メディアギャラリー-　82m　アートロフト- 145rri

キッズファクトリー- 108m　会議研修室・-57m

起　l二　　平成1 1年1 1月22El

竣　　工　　平成14年　3月290

開　　館　　平成14年10月12日

建設費　　5, 415, 353千Fr]

イ　展覧会事業

ギャラリーI・IIにおいては、現代美術を4-.,L、とした企画展(有料)を順次開催し、国内外を問わず優れた

作品を市矧こ紹介する。また、ギャラU-1・II以外の部分は、常設展示場として収蔵作晶や地元で活躍する

作家の作品を展示している。

5勘戊1 5年度中は次の展覧会を開催した。

ギャラリーI ・]
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井手宣通記念ギャラリー

熊本市現代美祢謹官建設の端緒ともなった井手宣通氏を顕彰するため、熊本市に寄贈された約3 0 0点の作品を年間

を通じて展示、公開した。

ギャう'J-IU

ウ　熊本市美術文化振興財団

名　　　称　　財団法人熊本市美術文化振興財団

設立年月日　　平成6年10;-]27B

的　　熊本の美術文化の発展・向上に貢献するため郷土ゆかりの美術家等を顕彰し、美術作品等

の調査・研究を行い、広い視野に立った美術文化の振興を図ることを田内とする.

- 1 9
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事　　　業　・郷Lゆかりの美術家等に関する調査・研究

・郷1-二ゆかりの美術家等に関する企画展及び企画事業の実施

・美術等に関する刊行物等の発行及び販売

サ,(.蝣;、1文化振興-.トォに開寸うMii<、 Jii・.二㌔・蝣J)実施

・熊本市の設置する美術館の管理運営及び事務事業の受託

・その他財紺の目的を達成するために必要なIEji業

基本財産　　1億円

、和文1 6年度の事業内容

熊本市現代美術館の施設等管理運営、展覧会やワークショップ等の企抑及び開催、美術作

mi　作家等に関する調査及び研究等事業、美術教育普及事業等の実施、次年度以降開催予

定の企画展の企画準備等。

(5)市民会館

熊本市民会館は、市民生活の文化的質を高め、活発な芸術文化活動を支援するための飾造、鑑賞、交流等の場

と機会を提供するH的で、昭和43年(1968年) 1月6日に閉館したo

以来、市民文化活動の拠点施設として、市民に愛好活用されてきた。それは、大ホ-ル、小ホ-ルを兼ねた大

会議室及び1 ()室の中小会議室が常に9 0%前後の利用状況を保持し続けてきたことが物語っている。 (概数月

5力~人、年60万人利用)また、平成1 2年は舞台関連改修工事及び外壁改修x事を施コ二し、さらに、やさしい

まちづくり事業としてエレベーター等を設置し、バリアフリーー化に取り組んだ。

ア　施　　　設

所　在　地　　桜町1番3号

敷地面械　　6, 649. 58m

建築面相　　4, 417. 06m

延床面機　　9, 197. 07m

起　　　Lf二　　昭和41年4fti n

竣　　　二T,　Fi獅r142年1 1月30I:I

開　　　館　　昭和43年1月6H

建　設　費　　628, 500千,lj

構　　　造　　ホ-ル棟　鉄筋コンクリ一つ、造　地口階、地上4階

会議棟　鉄筋コンクリート造　地ド1階、地上2階
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各階面接及び主要施設

イ　会館使用料及び定員

前　′T一　　　　後:夜　　　　間

午前9時から

午　ま　で

午後川寺から

午後5時まで

午後6時から

午後10時まで

(門　　　　　　(Fi)　　　　　　　円)

平　　　　　El
大ホ-ル

大会は室

i, II長等;

[

[-1 i

I-.. I]、化し】

;ft i

20,000　　　　　蝣10,000　　　　　　50,000

24,000　　　　　48,000 :　　　　60,000
_し

6,700　　　　　　　8,000

;,000　　　　　　　9,600

vii L i

固定席1,784席

r卜　　　　　1 6 ',?;

ilJIJl闘　　hub白花

一一　　　　　　　　- ヽ~~ I

1,000　　　　　1,300 】　　　　1,600　　小会議室　　　20人

第　　2　　　　　　1,000

蝣V,　1

ft I

w^m

T;　6

"fi　　'1

第　　8

‖蝣HIM

1.000

1,000

2,000

2,000

1,000

第　　　　　　　　　　2,000

第　10　　　　　　　2,000

1,300:　　　　　1,600

1,300

1,300

1,300

2,700

2,700

1,300

1,600

1,600

,600

3,200

3,200

,600

2,700 :　　　　　3,200

2,700 i　　　　　　3,200

ノア　　　　　　　　　　　　　　/ブ

ル　　　　　　　　　　　　　　/メ

Jl　　　　　　　　　　　　　　/J

/1　　　　　　/メ

LllよJS:」　　　川

/ナ　　　　　　　　　　　　　ノ/

小二;サS:iミ

中V;たi¥

RI^Bi

0

　

　

　

0

　

　

　

0

2

　

　

`

1

t

 

O

J

り
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ウ　会館利用分野状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ijv位　件)

利用者状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伸位　件)

(注)平成10年3月　　　高]'」受変電設備改修pl二事のため、 3月17Hから3月20EH　で全館休館
平成12年1-6月　舞台機構及びバリアフリー化改修niiのため、 6カ川吊全館休館

工　自主文化事業

多くの市民が舞台芸術文化を楽しみ.表現活動を支援するため¥zl=ir¥三文化事業を行っている。

演劇、音楽、古典芸能、舞踊等幅広い分野の舞台を創作し公演したり、内外の優れた封!ミi鑑賞の機会を提供して

いる。

J夷　施　月　H

「松竹大歌舞伎l

創作舞台～くまもと児紗少め劇場(1 s t)

:叫蝣t一竹や蝣f 'こ['litこ十、の朝」

新作能「E輪::[ぎ武蔵伝」

相とJ--上tlI-'1ミュー--蝣->]<[

rルドルフとイッパイアッテナパ-卜2」一一ひとりだち一一

f削b.j'r,一楽連an第2 2LUJコンサート　rわが街わが歌」

1β、111柑進蝣Iit:　　旨<>.1|iry一己川の　・一一--'i-i:蝣!蝣　-ド;

邦楽I鮎鍾<¥i賀　川巴後ffI芭」!=>ンサー--卜」

ワ・-クシ三7ツブの蝣M施

舞台体験・バックステ一一ジツア--

「ミューージックソxスタ'03i

tl. I

T
J
 
p
T
;

2

3

　

・

蝣

-

?

　

c

c

　

=

-

蝣

1

 

-

.

I

-

　

-
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1 1　国　際　交　流

本市ま【恒産人民共和囲・桂林市、アメ.)カ合衆圧トサンアントニオ市、ドイツ連邦獅H国・ハイデルベルク市と

友好姉妹都市の盟約を結んで以来、それぞれの都市と特色ある事業を活発に桐的~ると同時に、世界中の各都市と

経済、文化、芸術、スポーーツなどさまざまな分野で活発な交流を進めている。

また、熊本市国際交流会館では、財「卵去人熊本市間際交流娠興事業用を「ht-、に市民の「舶封ヒを更に促進するとと

もに外国人へのサー-ビスの充実に努めているo

このような中、平成1 0年度には、熊木市が囲際化に対応していくための指針として、 「熊本市匡腰ミ化指針」を策

定し、 rすべての人が安心して快適に暮らせる聞かれた社会の実軌　をめざして、市民参加のもと、諸外圧はの多

様な交流をさらに推進するための取組みを行っている。

(1)桂林市(中華人民共和国)

熊本市と桂林市は、昭和5 4年1 (川1日の友好都市締結以来、長期的視野に立って両市間の経済.科学技術・

都市建設・教育・文化・観光・衛!:k等の各分野において交流と協力を促進し、 [ii'iil川I民の棚IiM解と友好親.:年を深

めるため、損極的に交流事業を展間しているo

提携までの経緯とその後の経過

昭和54年7月、 'I-'uq桂林市へ友好都市締結についての事務協議のため先遣間を派遣o印r-1 0月1 El、梁成業桂

林Ir机(.i命委E3会・1三杵を団長とする桂林市友好訪問用　一行2 0名を熊本舶こ迎え、 1~帥9 0周年記念式典と機をJr=し

て友好都rffの調印式を執り行った.

以来言BO市は幅広い分野において活発に交流事業を展開し、昭和5 9年には友好都市締結5周年を記念して熊本rff

産業展を間催、昭和6 3年には農業技術展覧会、そして平成4年には日本及び熊本の'iiU号文化を広く紹介する生活文

化展を桂林市で間催し桂林市をはじめI一博1全土から大きな反響を呼び、 Iiiijitfi.tiHの粧ra担解を大きく促進させた。

また平成2年には桂林市に熊本・桂林友誼館が、 、和文4年には熊本市に熊本・桂林友誼亭が完成し、それぞれi舶丁

友好のシンボルとして市民に親しまれている。

平成1 1年、両市は友好都市締結2 0周年を迎え、両市友好交流の歴史を振り返るとともにこれまでの交流の実績

を礎とし、来たる2 1 I!雄Idを見据えた中長期的な展望にuoた友好交流を推進していくため、桂林市において両市長

の間で2 1世紀に向けたll舶iの友好協ノ]関係発展のための共同担朋;-=に調印を行った0　2 1世紀に入った現在、 r舶・-

は、次代を担う人材育成事業及び国際協力事業の推進を図るため、環境、教育、経済、観光等の分野において視察団

や友好訪問用を相uに派遣するなど活発に交流#業を展開している。

最近の主な交流

平成1 5年8月　　f材相J一友好代表用の受入

9月　　熊本市留学生(大学′L)の桂林市派遣

i i n　　熊本市観光訪問用の種林市派遣

桂林市環境技術研修用の受入

熊本JhL高校蝣|-:,>-'j|.".仕肘1仕什再派遣
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桂林市の概要

仕付r出-t. 'I'll川I'I'M部、 Li;i'4廿i-r-r;: I tJ粧症丁ドJ1-キミIf.;';出二V.l''<　一十51くし'!・)乍J・とHV-:〕　づいIL明Wi'Kc占Iilllて、両LJ

には澄みきった水がゆったりと流れる渦江沿いに、水墨の山水伸二みられるような奇峰、奇岩(象fA¥　独秀峰、 'i'r.

彩両.旗笛岩などと名付けられている)がそそり¥Vち、 「桂林Lh水}<-ドにrr]たりj　と古くから称されるすばらしいJi'C

観を呈している。

また、桂林の「桂」はモクセイの意で、街の至る所にl三にキンモクセイの街路樹が植えられていて、花の咲く秋の

季節には街中がその香りに包まれる。

桂林市は1998年l0月、市・地区合併により市域が大幅に拡大され、人H約480ノj人、面根約27, 800

kL丘になった。

そこに住む人々の大多数は漢民族であるが、 11二(チワン)族をはじめ回・眉・昂「桐族など多くの少数民族が生活し

てい'^>。

気候は亜熱帯気候に属し、年間の平均降雨flのま上　9 5 0ram、平均気温1 9℃と温和で、古くからiAiSiの政治、文

化の,:fl,Lとして栄えてきたところである。

(2)サンアントニオ市(アメリカ合衆国)

提携までの経緯とその後の経過

国際化が進展する中、 2 1世紀を目指した街づくりに取り組んでいる本!机ま、更に本市の国際交流を推進するため、

市finj施行1 0 0周年を控えた昭和6 2年、我が国と最も緊密な関係にある米国との姉妹都市締結実現に向け、市議会、

直上亡各界各層の協力を得ながら、諸準備を開始した。

同年7月、本市の姉妹都市として相応しい米国の複数の都市へ姉妹都市調査用を派遣し、テキサス州南西部に位置

しアラモの砦に象徴される歴史、さらにリバーーウォーークにみられる水と緑の美しい環境を擁しハイテク産業を核とし

た新たな経済発展に取り組むサンアントニオ市が、本市ともっとも共通点を有する都mとして注目を集めたo

この調査報告を踏まえ、両市代表用が相_1i二に訪問し具体的協議を重ねた後、同年1 2ft 2 8日、サンアントニオr行

長を本市に迎え、姉妹都市締結の調印式を執り行った。以来、教育、文化、結済、医療など幅広い分野において活発

な交流が続いており、熊本市医師会をはじめとして、民間による国際交流へと活動のすそ野を広げている。平成

1 4年, 1和田ま姉妹都市締結1 5周年を迎え、相`FEにiff民友好の翼の派遣、受入を行った。

最近の主な交流

<H文1 5年　　6月　　サンアントニオ市留学生(高校生)の受入

8 )-1　熊本市教上iの海外研修サンアントニオ車派遣

熊本市留学'i- (入学生・高校生)のサンアントニオ市派遣

gJJ　　サンアントニオrfj留学生(大学′ID　の受入

1 0月　　熊本市民病院医師・看護師のサンアントニオ市派遣

、H自6年　　3 Jj　　熊本有水保全諜職員の頼朝派遣研修
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サンアントニオ市の概要

1 7 1 8年に誕生し人[11 1 9万を擁する全米第9位の都Iiけンアントニオ両ま、アメリカ合衆国テキサス州南

L"H部に位II I.~o~oc

サンアントニオ市は、年間観光客数1千ノ]J人以上を誇る全米有数の　祭観光・コンベンション都T打であり、特に

有名なのは、テキサス共和国独立戦争の際の激戦地「アラモの砦」である。また、 l榊、沖心部には、サンアントニ

オ川が流れ、水辺の散歩道「リバーウォーーク」は、緑の景観と治水をみごとに調和させた都市計画の一つ列として世

界の郁市づくりの模範例となっているoまた、約7h aの敷地に2万5千人収容できるヘンリー　B　ゴンザレス・

コンベンション・センタ一一を持ち、平成5年5)=二は、約6万5千席備えた多「川勺スポ--y施設、アラモド一一ムが

オー一一プンするなど、 4iI'Mな発展をとげている　ffi rliはNtう^全米プ「lバスケットボールチ一一ムサンアントニオスパ

ー～ズの本拠地でもあるO

(3)ハイデルベルク市(ドイツ連邦共和国)

提携までの経緯とその後の経過

昭和3 9年、当時のイJA坂繁熊本巾長が訪独の際、ハイデルベルク直を訪問したことを契機として、大学と城、車内

を流れるネッカー-河といった本市との共通点を有するハイデルベルク市との友好の歴史が始まったO以後様々な分野

にわたり民間用体による交流の外力が重ねられたことから両市の友好は着′夫に深まり、 、和文元年の熊本市の市制1 0

(川的・-・記念式典には同市より市長をはじめ芸能グルーープが来熊、 ・平成2年には地卜水保全をテーマに開催された水資

源間際会議に多数のハイデルベルクl情義会議員が来熊するなど根極的な交流が行われた。

・和文4年5rJ i 9 H、 3 O年近くにわたり育まれた友情が'kり、 r-Y-flは環境に対する共通の責任」を判王念とする

友好都市協定の調印式をハイデルベルク市で執り行った。 rr朝三9 )引こは市長をはじめとする代表団が東熊、本市こお

いて再調印が行われるとともに、地球的規模の環境問題をテーマとした「くまもと環境フェア' 9 2」に参加するな

ど、両市の友好は更に深まったD

その後、熊本市民友好の翼の派遣や日独協会をはじめとする市民レベルでの交流、ホームステイやスボJy (ラグ

ビー-、バレーーボ-ル等)を通したiilij市青少年の交流、医療従事者の和上I二派迫による研修や環境会議への参加など、さ

らに幅広い分野での活発な交流事業を行っているOまた、平成1 2年、ハイデルベルク市で行われた「熊本ウイ一一ク

イン　ハイデルベルク」へ参加。平成1 4年には友好都市締結1 0周年を記念して熊本舶こおいて「ハイデルベルク

ウイ-I-ク　イン　熊本」を開催し、都市問題に取り組むワ一一クショップや「ハイデルベルク写点展」等記念モ拓業を実

施すると同時にrpq際環境都市会議2 0 0 2.ではハイデルベルクの参加者から先進的な-#例が発表されるなど、よ

り多くの市民にハイデルベルクの現状や魅力を紹介した。
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最近の主な交流

・l・bじ1 ;^''主5I】

Hi

8月

9月

1 0月

1 1月

3fl

車上C病院からハイデルベルク人学病院へfi用筆の為医師・宥護師を派遣

第8 [!蝣蝣]インター-ナショナルサマー一一一サイエンススクー-ルヘの学生派遣

ハイデルベルク市青少年熊本市交流訪問用の受入

熊本市友好代表用の派遣

ハイデルベルク人学病院から市民病院へ指導看護師の受入

ハイデルベルク車教職員交流訪問用の受入

第3回ハイデルベルク市姉妹都市ス7トーツシンポジウムへの参加者派遣

ハイデルベルク人学病院医療交流協議団、指導看護師の受入

ハイデルベルク市の概要

ハイデルベルク市は、人[7約i 4ni千人を擁し、標高　1 6m、ネッカ-河がオーデンの森からライン、1':野へ流

れ出る地点に位置し、温和な気候に恵まれている　5 0 0年に亘りプフアルツ選帝侯の宮殿であったA一城のふもとに

旧市街が広がり、ドイツで呈滋も美しい町のひとつとされる。町には知的な雰囲気がただよい、浪漫派の芸術家を魅了

した古い町と川と森と古城のおりなす美しい調和は、今なお少しのかわりもない。市内の名所ハイデルベルク城は、

=-l市街アルトシュタットの狭い路地、美しい屋根の波の上に堂々とそびえ、人々は、歩くたびに多様な城の歴史を見

ることができる。,また、ドイツ最古の大学であるハイデルベルク人学の歴史は過去6 0 0年の政治・人文科学の変遷

をうつす鏡である。ハイテク産業、バイオ研究が盛んであるが、年間約3 5 0万人もの観光客が訪れる観光都市とし

ての側ffiiも持ち、ハイデルベルク城や大学のほか、アルテブリュッケ(古い橋) 、上哲子_霊教会など多くの観光名所を有

する。

(4)熊本市国際交流会館

地方のIll際化が急速に進展するなか、本市ま世界に聞かれた国際都市=くまもど'の実現に頼極的に取り組んで

いるOそのようなことから、巾民と外同人がふれあう国際交流の場として、またBE酎吉報提供の拠点として平成6年9

月、熊木市国際交流会館を建設した。

同会館では, 2階交流ラウンジにおいて、国内外の新臥　雑誌、囲吾、ビデオ、インター-ネットによる情報サービ

ス、外囲語による相談などを行っている。また、熊本r机こより設立された(財)熊本市岡際交流振興事業付目こより、

果文化理解講座や市民とffifi旨夕拒I人の交流会などの交流・事業が接種的に展開されている。

また、ホール、会議室は交流[洲本等の会合に頻繁に利用され、更なる市民の国際化に向け着実な実績を上げており、

今後も市民と外国人の交流拠点として同会館の重要性は増すものと`予想される。

'Lォ
ir-tI買:主什

所1′1:ill!

M造

面iu

_l二期

開館

.r.iff

熊本車

花畑町4番sn

鉄筋鉄骨コンクリート地上7階、地ド2階建

敷地面相1, 656m　　延床面硯　8, 439m'

平成4年7月～、陶,u3年7J】

、Y-h父6年9n 1 l~】

4()億90(j O/jT]
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:*3旧軍

ー

A

　

　

ノ

階
　
　
　
階

7
　
　
　
　
　
　
6

ロビー、通訳ブース、ホ-ル(230人)

5階　　大広間(A) (B) 、茶道室、和室、小会議室(洋) (柿)

4階　　第1会議室、第2会議室

3階　　関際会議室、研修室(1) (2) (3)

2階　　交流ラウンジ、姉妹都市コーナー、事務室

1階　　エントランスホ-ル、会館事務室

Bl階　　　駐車場、駐輪場、防災センター

B2階　　トレ-二ング室、機械室

会館利用状況
m戎1 5年度)

＼
＼

P T A
利用人数
(人)

「 ホール i
研舶 (12 室つ 交流 ラウンジ トレーニング 合 計

-】
】 79,579

- Ill= 90期 3 … 35,687

llll

こ4,769 210,848

12　国　内　交　流

(1)福井市

提携までの経緯とその後の経過

福井市と熊本市とは、ともに城下町として栄え、第1 0代肥後熊本藩主細川斉護公の娘勇姫が第1 6代越前福

井藩1-1三松・慶永(春放)公に輿入れしたり、郷土の先哲横井小柄が福井藩の藩政改革にあたるなど、深い歴史的

緑がある。また、酎同fは織物王国といわれるほど績維産業が集接しており、ファッションタウンの形成を目指

しているとともに、テクノポリスや国際会議観光都市の指定を受けているなど、産業振興の面からも共通点を有

している。

このような軌jjにより、平成6年1 1月1 6B、熊本市において姉妹都市盟約・書調印式を行った。

その後、平成7年2n 1 7 E3tこは、福井市において盟約薯の精神に基づく幅広い交流の促進を再確認する姉妹都

市に関する覚▼.1桐継IJ式を行ったo

この姉妹都市提携を機に、両市の中央郵便局、ケーブルテレビ、 NTT、商-_l二会議所がそれぞれ姉妹提携を結

んだはか、 -サ'f少咋交流、文化交流、各梯川体交流など、市民レベルでの析発な交流が行われている。
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最近の主な交流

平成1 5年4月　　「ふくい春まつり越前時代行列」に参加

熊本市高校野球親汚訪問用の福井市派遣

7 ft　　福井市小学′Li交流訪問用の受入

8月　　「福ttフェニックスまつりl　に参加

「火の国まつり」への訪問用の受入

平成1 6年1月　　熊本帝小学生交流m瑚mの福井市派遣

熊^llj"内のFY1号店において福井の物産と観光尿を間催

福井市の概要

福井市は、九頭竜、足羽、日野の三大河川の扇状地である福井平野に発達した、人P25万4千人余、両親34

0. 6Okdの地方中枢都市である。

古くは北陸道の要衝として、中世以降は城下町として栄え、天11二元年に消失した廟倉氏の屈城は国の特別史跡に

指定されている。幕末、榊与の藩~l_三は、名君の替れ高い松平慶永(春緑)公で、橋本左内、由利/LH三などの多くの人

材を輩仕'.Lた.また、慶永公は産業振興事業として織物を採り入れ、織物"I:桂接a#の礎を築いた。

明治22年に市制がしかれた際に福井市となり、熊本市と同じく平成1 1年にl冊ijl 1 O周年を迎えた。

昭和2 3年に福井大地震に見舞われ、 rfi街地は廃城と化したが、その後奇跡的な復興を遂げ、不死鳥のまち福井

と称されている。

近年では、テクノポリスの指定を受け、テクノパー-ク福井などの整備により、繊維産業のみならず、電気、機械

等の集技も高まっているo　また、国定公園越前海岸や史跡、文化財などの多くの観光資源を/柚、したコンベンショ

ンの推進にも力を入れており、間際会議観光都市の指定を受けている。

区向整埋や都市計画道路など、都市薬盤の整備も着々と進んでおり、歴史と近代的なまちづくりが見It3号に調和し

た北陸の雄都である。

1 3　人　権　推　進

全ての人の人権を守るため、本市ではこれまで、同和対策事業などによる/主活環境の改善や様々な人権課題につ

いての教育・啓発に取り組んできた。

しかしながら、 [Ell一句では、今もなお、女性;獣り、いじめや`予どもへの虐待、同和間題、高齢者、障雷者、外ffl人、

I-H V感染者やハンセン病元患者等に対する偏見や差別など、様々な人権問題が起きているO

今後とも、人権教育及び人権啓発を推進し、市民一・一人ひとりが、これらの問題を自らの課題として受けとめ、差

別や偏見を績極的に解消し、全ての人の人権が擁護される社会づくりに取り組んでいく。
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(1)概　況

田では、昭和4 0年の同和対策審議会の答申を受け、歴史的、社会的理由によって生活環境等の安定向上

が榔:・>されている地域について生活環境の改tfi、産業の振興、職業の安定、教育の充実、人権擁護活動の強化、

社会福祉の増進等を行うため、日欄14 4年以降「同和対策事業特別措闘去」や「地域改善対策牛紺j措踊れを、

さらに　一般施策へのFrj滑な移行をト拍'.)とした「地域改m別策特定!|*業に係る国の財政上の牛用J措ii'nこ閲する法

1勘　と二三度の法律を制定・施行し、地方公共洲本とともに特別対策を実施したO

そして、平成5年に全国的なJ実態調査を行い、生活環境の改善など　一定の成果があったことから、 、鞠に1 4

年3M3 1 「=こは、これらの法律を失効させ、 「同和地勘や「同和閲係者jの名で行われた特別対策も終了

することとなった。つまり、長年の'夫態的差別に着目し、あえて実質的平等の実現に向けて把捉された「同和

地lZt」や「同和関係者」の概念が,行政施策上も解消することになった。

本市においても、これまで同の3度の法子勘こ基づき、同和対策事業(地域改善対策事業)を推進してきたこ

とから、 ・一定の成果を認め、 、陶父7年度以降、事業についての見直し・点検を逐次実施し、 -1一般施策への円滑

な移行に取り組んできたところである。

その間、閏では、 ・平成8年に、国の地域改善対策協議会の意見具I冊iなされ、今後の重点施策の薬本的な方

向として、 「差別意識の解消に向けた教育及び啓発に当たっては、これまでの同和教育や啓発活動の中で頼み

Lげられてきた成果とこれまでの評価を踏まえ、すべての人の基本的人権を錐重していくための人権教育、人

権啓発として発展的に再梢築すべき」との考え方が示された。本蝣Illこおいても、これらの方向に射って、同和

対策室や同和教育指導室といった名称を人権推進総室や人権教育指導室に変更し、その分掌S務についても人

権教育や人権啓発といった幅広いものとしたo

このような方向の中、国は、 、V-11丈8年に人権の擁護に関する施策を推進するための法律を制定し、諮間機関

として人権擁護推進審議会を設置するとともに、平成9年には「人権教　のための国連1 0年」に関する園内

行動計001を策定したO本市においても、熊本市人権啓発市民協議会を中心に人権啓発事業を展開するとともに、

fn.文1 2年5月、 「熊本市域における人権教育啓発基本方針」を採択している。

国の人権擁護推進審議会は、 「人権尊重の理念に関する国即日l!二の理解を深めるための教育及びm発等に関

する施策の総合的な推進に関する薬本的事項について」 、さらにr人権が段害された場合における被害者の救

済に関する施策の充実に関する薬本的事項について」それぞれ答申をなした。

・和文1 2年には人権教育及び人権啓発の推進に関する法律が成立したが、さらに、人権擁護推進審議会の答

rfJを受けて、人権擁護機関に関する新たな法整備や施策の充実について取り組まれている。

(2)沿　革(男女共同参画については別途記載)

"抽150年1 2月　　市民局(現在の市民生活局)に同和対策室を設置

5 1年;SI]　[馴r描き,iW-、

52年　6月　　西原公園児童館を設置

6 2年1 2月　　熊本市人権西発市民協議会が発足
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平成　5年1月　　熊本市雇用開発協議会を設置

i 1年6月

12年5月

1 3年4月

I 5年8月

熊本市人権教育のための匪樋享1 0年推進本部を設置L-

熊本市域における人権教育啓発基本方針を採択

人権推進総室や人権教育指導室に名称変更し、分.粧iT;務も変更

隣保館をふれあい文化センター.1=名称変史

( 3 )熊本市人権啓発市民協議会

熊本舶こおける人権尊亜思想の普及高揚を図り、社会のあらゆる差別の解消を目指し、市民の1三体的参加による

人権啓発活動を展開することを田畑こ、市内の企業・囲体等を会員とし、昭和6 2年に発足したO一平成3年度から

4部会制(行政部会・企業部会・学校教育部会・社会教育福祉部会)をとっている。

会員数　本市と64回体・機関　(平成16年7月1日現在)

主な事業　人権啓発作品公募

人権・ふれあいフェスタ2004開催

ヒューマンライツ・シアター(人権映画会)の開催

人権セミナー(指導者養成講座)の開催

人権フェアの開催

講師登録制度の周知

人権啓発ビデオ等の貸出し

(4)熊本市域における人権教育啓発基本方針

2 1世紀の熊本市に、豊かな人権の文化を築き、 「特色のあるr:!本寸i三みやすく幕らしやすい街」づくりのため

に、熊本市人権啓発市民協議会をL二l-i'U、に、各機関や団体、市民が連携して、 「人権教育のための国連1 0年」の取

り組みを推進し、より効果的な人権教育・啓発事業を展開していくことをm拘とし、行動計画として策定した。

(5)熊本市ふれあい文化センター仲1 5. 8. 1隣保館条例改廃制定)

ふれあい文化センターは、社会福祉法に基づく第2種社会福祉施設であり、地域社会全体の中で福祉

の向上や人権啓発の住民交流の拠点となる開かれたコミュニティセンターとして、生活上の各種相談事

業や人権課題の解決のための各種事業を総合的に行い、市民のふれあいと連帯を図るとともに、里舌文

化及び福祉の向上に資するため、設is-rる。
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本荘4丁目6番6号

熊本市

昭和51年5月1日

鉄筋コンクリ一つ-3階建(一一部2階建)

1, 015. 38ni　建物面接　延1, 849. 48m'駐車場面偵　411. 94rri

69, 623千円

新築(昭和5O年度) 82, 495F門

改築(昭和58年度) 25, 085千円(機能舶夏訓練室・相談室の新設)

増築(昭和62年度) 304, 334千円(老人福祉センター-・教育集会所の新設)

主　な　施　設　1階　教養娯楽室　調理室　相談室　機能回復訓練室　集会室　事務室　浴室

2階　集会室　会議室　学習室　多目的利用室　~r二作室　閑蝣at.塞

3階　ホール(機能E鞘夏訓練室)

- i:31

享毒




